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果実類生薬 (2)

(12)Mangkhuい前 の (写真Fr-12)rl

熱帯食用果実の女王として著名な ｢マンゴ

スチン｣はタイ名 "Mangkhut"-Garcinia

mangostanaLinn･-Mangosteen(Gutttferae

オ トギ リソウ科)の果実であるが,タイ国を

はじめ熱帯アジア各地ではその果皮を薬用と

し,植物名と同名でバンコク薬店などで入手

することができる｡

G.mangostanaはマレー半島の原産といわ

れるが,タイ国をはじめ熱帯アジアでは広 く

採果用として栽培されている常緑高木で,高

さ 6ノ-10mに達する｡ 雄花は知られず,雌花

は3～ 4月に開花,8/-9月に径約50-70mm

の球形～偏球形,赤かっ色～暗紫色～濃かっ

色の果実をつける｡ 果実には5-7裂片とな

った柱頭を頂端に残存 し,基部には4個の大

きな円いがく片 (帯)を宿存する｡

生薬は果実を割って食用にする種子を取り
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山し,果皮の部分だけを乾燥したもので,果皮の割り方は一定でなく,形も整っていない｡多

くのものは縦に2分割 されたようなものが多く,その他小破片を交じえる｡ 果皮は表面暗かっ

色～黒かっ色を呈 し,不整に大きな雛曲が見られ,表面には黄色の樹脂よう物質を分泌してい

るもの,外果皮の一部剥 離しているものなどが見られる｡果皮の厚さは3-8mmのものがあ

り,内面は明るいかっ色を生 し,頂端から基部に達する条線が隆起している｡また果実の頂端

には5-7片に分かれた柱頭が木質になって付着 し,基部には2片ずつ対生する描緑黄かっ色

の大きながく片が4片,木質化して宿存していて,長さ約20mm,径8-10mmの短い果柄を

つけている｡

一般にマンゴスチンの果実を吐金する場合,果皮は渋味が強く,唇に触れぬよう果肉だけを

食するが,果皮には苦味成分 MangostinC:3H2｡0｡および5-15%のタンニンを含む｡

タイ,インドその他熱帯地域では果皮を慢性下痢や赤痢などに収れん(敬)｣l二頂薬として用い
ろOなお薬用以外にマレ-では果皮からタンニンをとり漁網を染め,インドネシアでは衣料の

染料 (ジ1,ワpq紗)にするが退色せmG,)が特徴である｡

(13)phrikthaivl;nlm 〔Phrikthaidam 前 nlmMol ,phrikthaikhaoⅥ冒nlmm つ,

(phrikthailonⅥ冒nTm占m)〕(写真Fr-13)

タイ同で "Phrikthai"と呼ぶものはPiperm'g771m Linn.コショウ (Piperaceaeコショウ

料)で,筆者らがバンコク薬店で入手した "Phrik thai日と称する生薬は一つは未熟果実を乾

燥 した ≠黒 胡椴〃(クロコショウ)Blackpepperであり (写真 Fr-13-A),一つは完熟した果

実の果肉部を取り去って乾燥した ≠白澗取''(シロコショウ)Whitepepperであった.(写真

写真 Fr｣3-A HPhrikthaidam''(黒川椴) 写真 Fr-13-B "RhrikthailonH(日朝櫓)
(バンコク市場晶)(C(1＼/1.5) (バ ンコク市場品)(ca)く1.5)
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Fト13-B)｡タイ国では植物名を"Phrikthai"と呼び,生薬に対 しては黒胡椴を HPhrikthai

dam",自胡椴を "phrikthaikhao"あるいは "phrikthaiIon"と呼んで 区別 している｡ま

た黒胡椴には冬鳥椴〝,白胡椴には ≠白檀クと漢字名を付 していた｡しかし一般には生薬を白･

黒胡板の区別をしないで ≠胡櫓〟と呼ぶのと同様にタイ国でも植物名と同様 "Phrikthai"と

呼んでいる｡

基原植物の PiPernigrum は正確な原産地は明らかでないが熱帯アジア原産といわれ,一

説にはインドマラバル地方ともいう｡古くから熱帯各地に栽培され,東洋では太古の時代から

使用され,紀元前400年既に香辛料植物として記録され,ギ リシャ,ローマ時代はインドから

陸路,その後は海路ヨーロッパにもたらされている｡ 現在コショウはインドネシアを中心に熱

帯アジアに広 く栽培され,ベ トナム,タイ国でも栽培 している｡また酉インド,南米その他の

熱帯各地に栽培されている｡

樹高6mにも達するつる性の低木で雌雄異株｡葉は卵形,先端は次第にとがり,互生｡長さ

約 15cmの穂状花序をえき(舵)生 して下垂し,果実は球形の石果で,熟すると紅色になる｡や

や未熟なものを採取 し,そのまま陽乾したものを黒胡椴 Blackpepper,熟巣を採取,袋に入

れて数日間流水中に浸し,外 ･中果皮の果肉部をとり去り,石果を陽乾したものを自胡櫓White

pepperと称 し,市場に出す｡インド産が最良品である｡

黒胡板はほぼ球形で果柄がなく,径約3.5-6mm｡外果皮は薄く黒かっ色であらい網状のし

わがあり,そのうちに内果皮 (石核)に密着 した 1個の種子がある｡ 種子は主として外腫乳か

らなり,中心はうつろになっている｡灰かっ色の角質ようで内部は白い粉質である｡ 芳香性で

強烈な辛味がある｡

白胡板は一般に黒胡板よりやや大きく,球円形で,外面は類灰白色～帯黄白色で,滑沢,多

数の維管束が下部から上部に走るその状態が模様になって見られる｡ 最外側の石核 (内果皮)

は薄くてもろい｡ 気味は黒胡楯よりも軽快である｡

胡板の辛味成分はアルカロイ ド PiperineC17Hl｡N O3および Chavicineで,両者は立体異

性体,約5-13%含まれる｡辛味性は後者が著しく強い｡その他揮発性アルカロイ ドMethyl

pyrroline(pireridine)C4H6(CH3)Nを含む｡また芳香成分は精油約2%で,1-Phellandrene

Cl｡H16および CaryophylleneC.5H24を主成分とする｡ その他樹脂0.520/0,脂肪池6-120/0,

でんぷんなどを含む｡

黒胡椴は各国で健胃駆風,食欲冗進の目的で散剤に配合 したことがあり,わが国でも日本薬

局方第1版から第6改正(1953)まで収載されていたが,現在はほとんど医薬品としては用いら

れない｡もっぱら料理用香辛料,ソース製造,食肉加工品に添加料として使用され,また食卓香

辛料としては主として白胡板を用いる｡ 自胡板は,黒胡被に比し辛味性が緩和で,食卓香辛料

に適している｡胡椴は香辛料として用いられるもののうち最も大量利用されるものであろう｡
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なおベ トナムでは PiZleT･Sigo71enSeDC.を栽培 し, その果実を ｢胡椴｣として採集生産 し

ているという｡ その詳細については明らかでないが, タイ国にも品種が明らかでない Piper

属のものもあり,あるいは地方的にはこのような植物の果実を ｢川根｣として扱っていること
があるかもわから左い ｡

(14)Phrik hang扇∩門18と Dipli礼式

写真 Fr-14-1 HPhrikhangH(輩溌)

(バ ンコク~市場晶)

写真 Fr-14-2 やクベバ (埴蓮眉)''Aヒ

モU刃封',4tllfJ瑚取''B

(中国 '..I.)

(写真 Fr-14)

タイ国薬用植物では P̀hrikhang日を Pipel-

cubeba Linn.HDipli"を P.syluaticum

Roxb.(PiPeraceaeコショウ科)にあててい

るが,タイ薬物効能集成では "Phrikhang''

を P.lo71gZLm Linn.とし,P.cubebJLをあ

てることは誤りであると指摘 している｡ また

"DipliHに対 してもP.chabaHumterすなわ

ち P.ojficina7･ZLm DC.(-P.chabaHumter,

P.7-etrofra71etunL)をあてて改訂 している｡

一方タイ植物名菜 もまた "Phrikhang"は

P.lo71glL77),"DipliHはP.ofTicL'77aruulとし

ていて,P.cubeba,P.SyluatL-czLm について

は記威されていない｡

P.lollgum はインド原産で,インドの高沢

地帯に多 く,北部ベンガル地方では主として

栽培している｡またビルマ,セイロン,タイ

などにも分布 し,フィリピンにも分布すると

いう〔つる性の小高木で雌雄同株,基はかど

はり,葉は描 く,上部のものは無柄となって

心胴邦が基をつつむ.1肉]1-Fiになった穂状北Ji,;

をえき(鵬)牡 し,小さい果実は果親日こJJ.if/A:_す

る′､未熟fLi:里穂を採収,陽陀あるいは火熱忙
燥 したもo)を や畔溌〟(ヒ-ツ)へ軒先〃,Long

pepper といい,特に木種の果実を Indian

longpepperと呼んでいる0本果実はインド

では古くから薬物,香辛料として用いられて

きたもので,インドでは HPippalH ⊂サンス
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クリット〕と呼ばれ,最初にヨーロッパに伝えられたものは胡淑ではなく,聾操であったらし

く,Pippalが Pepper(胡板)になったようである｡ 華按も Pippalをそのまま中国音で漢字

にあてたといわれる｡

また P･ojficinarum もインド,マレ-,タイ,インドネシアに多く,ジャワ,バ リならびにそ

の近接諸島ではこれを栽培 し,同株に未熟果穂を採収,乾燥してこれまた華挽,Longpepper

と呼んで生産されている｡ したがって従来は P.longum,P.onl'cina7-um の両種が華操の基原

植物のごとく取り扱われていることが多いが,後者に基因するものは地方的に利用されるもの

で Ⅰndianlongpepperとは区別 して取り扱われているようである｡ しか し両種の未熟果穂は

おおむね同様の形状を示すもののごとく,両者は明確に区別して記載 したものがない｡

筆者は香港生薬市場で≠必授 〃(草操の商品名)と称する1種 (生産地不明)を入手 し,また

バンコク薬店では `̀DipliHと称する生薬2種を得た｡ なお,バンコクで入手 したものの1種に

は "PiPe7･SyrVaticum と基原植物が明記されていたが,これは ｢タイ薬用植物｣によったもの

であることは他に入手 した牡薬の例と同様で,したがって P.chabaすなわち P.offlci71a7-Lim

と訂正すべきものであるが,はたして P.ojftcinarum の未熟果実であるかは判然としない｡

また,バンコク苗内のマ-ケットで購入 した2種の香辛料セットにも Longpepperが組み込

まれていて,そのタイ名は当時 "Dipli''であると教わった｡その後,別 にこれら香辛料セット

に組み込まれているものは一般に"Dipli日と呼ばれているが,実は "DipliHではなく "Phrik

hang=すなわち P.longum の未熟果穂であると教えられた｡

以上4種の標品と従来から本学薬学部に所蔵する標品などを合わせて比較 したが,外形的に

はいずれもほとんど差異はみとめられず,同一性状の生薬と認めざるを得ない｡すなわち基原

が単一植物か2種以｣二のものであるが判断することはむずかしく,したがってその基原植物は

前記のごとく"phrikhangH,"DipliH2和に区別しているが,生薬については現段階ではいず

れの植物の未熟釆穂であるかを明確にすることは困難であるo今後,基原のiTI.確な杷描.を入手

して精査を加えたい｡

/A:.薬草投は円柱形になった果穂軸の周囲に小粒の未熟果実が癒着して網目状を呈 しているも

ので,果穂の長さ30-501Tlm,径約5-8mm,1佃の果実は径約1-1.5mmで,外面は黒かっ色

～赤灰色を皇 している｡通 常北部には長さ10-15mmの果柄をもっている｡気味は胡蜘 こ類す

るが,さらにいっそう苛烈で,灼 くようである｡

華授は辛味成分として胡隈と同様,アルカロイ ドPiperine4-6%を含み,そのほか,捕

発性アルカロイ ドPiperidine,精油1%などを含むことが知られている｡

一般的な薬用途としては胡個と同様,駆風,食欲不振,消化不良などに辛味性健胃薬として

用いられるが,生薬を生産する地域以外では現在はあまり薬用には供されていない｡インドで

は気管支炎などにも用いる｡ またインドではカレ-粉に多量用いるなど香辛料としての需要の
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はうが多い｡ わが国にもカレー粉製造原料として輸入 され る｡ タイ閏では料理用としては主 と

して胡胆よりも華投が使用されているようで,マーケ ッ トに市販されている香味料セ ットに組

み込まれている生薬には潤梓現ま見 られず,華操が組み込まれているO

なお,Z'･lt"lgLl/77の根もイン ドでは古 くか ら薬用にせ られ,現在 もなお "Pippalmodi"あろ

いは HPeppermodiHと称 し, おおむね未熟果穂一弾康とほとんど同様の目的で薬用にされて

いる(P･7u'g7-a"I,P.ojficijlarLg//‖ま根を薬用す る ことはないようであ る)｡中臥 I_I-JjJ上本pIF,rTI告に準

挽没 (開宝本草 ) などと記され,囲時代には申FJ_!でも使JIFjL,また押 持わが拝=こも渡来 してい

たことは正倉杭薬物r川こ現存 している宰実でもよ くわかるが,現在,小作I,日本では薬用にさ

れない｡なお筆者がイン ドか ら入手 した "Peppermodi''はTTI.合[;I,rLiに1-FLljf'-す るものと比梢 して

形追,構造 ともによ く一致するものであった｡

在おタイ何で や根'Jを葉物 として住用するかJnかは確認 してい左いが,参考!r:.基として付記

する｡

また ｢タイ同薬用棉物｣に "Dipli''として訂成した P.sylて,rZtZ'czl77LRoxb.はイン ド北部ベ

ンガル,ア ッサム地方にrlT生 し,また栽培するつる性低木,茎は多少,i/i;肉質 となり軟質で,

葉は溝く,果穂は直立 し,果実は肉穂上に密/i して草操と同形,やや形が小さいという｡イン

ドではその未熟果実を 埴操の代用品あるいは類縁晶的に使用を している｡また根 も同様に使 う

ようである｡P.syl･L･alLIcz/lnl はタイ国にはrIl生 していないようであるが精査を経ていな い O ま

た,この果実が真正品に混入 しているか,また "Phrikhang'',"Dipli"の,名で存在 しているか

について も精査を経ていない｡

クベバ,華義茄,Cubeb(写真Fr-14-2-A)I.タイ国では以前 HPhrikhangHを PiPe7-cubeba

Linn.と誤認 したこともあるので,その未熟果実であるクベバ,~申遷都(道端),Cubeb.につ
いて も参考のために記す｡

PiPercz,lbebaはジャワ仰 圭U)コショウに 似たつる性の小高 木で,葉は斜心硝形で,側脈は

主脈の途中か らで る｡やや草質,毛を帯び,有柄,互/I:_｢給伏 拍 手をえき(腔)!f:_す るo果実は

石黒で熟 す ると賞紅色になり, 析い栗栖を もつ｢

ジャワ,スマ トラで栽増 し,/i:.三勘ま緑色の未熟果実キ採 甘く,陀規 したもので,_i:.としてイン

/往.薬は球形,径約 5mm,外面晒かっ色～I帯かっ黒色で あらい綱 目の しわのある果実で,前

明 や黒澗枢''によ く似た珪薬であるが,基部には短い別所をそなえていろ点がこと在る｡内部

に1仰の種子を買えるo 強い芳香 と苦味がある｡｢

成分は7甘日収や華荒 とはことなり,精油13-18%を合み,その主成分は d-Sabineneなどのほ

か 1種のセスキテルペ ンを合み,これが水加物 と畑 〕 Cubebin,Cubebencampher と打って

いろ｡
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またその薬用途も胡枢などとはことなり,リン(淋)疾に用いたが,わが国などでは今はほと

んど用いられない｡ また香辛料として用いるものではない｡

なお中国では以前から本品の偽品として LitoseacubebaPers両難楯 (Lau7･aceaeクス科)

の果実が市場に見られ (写真Fr-14-2-8), わが国にも thクベバ〟といつわって輸入されたこ

とがあるが,現在香港生薬市場でも ≠落茄''と称するものはほとんど本品であるO成分は明ら

かではないが,クベバとは全くことなっている｡

筆者はタイ悶薬店で ≠クベバ〝は入手できなかったが,あるいは中薬的利用のために やクベ

バ''あるいは や偽クベバクである両親敵の果実があるかもわからず参考のために記 したo

(15)Sonpoy晶晶 (写真 Fr-15)

タイ関で "Som poy" と呼ぶものは Acacia concin71a DC.ネムカズラ,オキナワネム

(I-egumi710Saeマメ科)で,筆者がこのタイ名で,バンコク,チェンマイ誘引雪で得た/i:.薬はい

ずれも本植物の成熟 したさや(莱)巣であったo

A･concinnaはインド,マレ-,ジャワ,タイ,中岡両部 (広東省など)に分和 し,わが｢lI.1

では琉球にもJ717'_する｡落葉よじのぼり性の小低木 (藤本)で,/Lt妹に短刺がまばらに生じる｡

葉は6-9対の小葉からなる2回羽状複葉で北部には卵形のたく(托)葉がある｡小葉は線形 で
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写真 Fr-15 "Som pOi''

A:バンコク直場晶 B:チェンマイ山場晶

(caン､%) C:種 子(caxl.5)

上lllJJ附 緑 'Ll,下 血粉f'l色O膏は紫色を呈す る

が,北は白色または紫色がかり,さや異をつ

け熟す ると果皮は木質化す る｡

生薬は叱現 した成熟果実で,黒皮は木TiJと

なり,長さ約 8-15cm,幅 2-2.7cm,厚さ
約 1cm のさや黒で, 外両は帯かっ黒色～帯

かっ吹 色を).T:_し, 光 沢はな く, ざらざらす

ぎ るLJil数ujf距 力昔伏ojくぼみが兄 られるが,

黒尖を縦刊す ると溝状の くぼみ uj部分 に砧に障壁があり, 各l;r■J指封こは 1個uj種子を 包蔵す

る｡

種 子.Il長さ約10--12mm,径的7mmし')鳥目球形で種皮は黒色,光沢があり,また長さ約2mm

JJ種柄を-√)けるものがあるJ

なお筆君がバ ンコクで入 手-した もLJ) (写真 Fr-15--A)とチェンマイで人 手 した もU) (写真

Fr-15--B)とは同名であったが,さや黒JJ外形がややことなり,そC/)基 板植物にいささか矧7日

を もったが,種子を検討 した結果,同一物でさや果に若干C/i)変異C/)あることを知った｡

さや異にはアルカロイ ド,サポニンを合有することが報告されているが,詳細な研究報告は

見られない ｡

イン ド,タイ,ベ トナム,カンボジアなどでは種子を怜いた黒皮は綬下葉,去疾英,利尻孔

あるいは吐剤として腎 蒔,脱 靴などcJj誹病,便泌などに用いるOなおイン ドでは果皮を水につ

けて石鹸よう0)乳液をつ くり,頭を洗 って ｢ユ誹旨｣を隙き,また葉は胆汁異状に下剤とする｡

またベ トナム,カンボジアなどでは果皮C/Jj燕汗を ライ,咋疹,りll"i-痕,湿疹などに外川 し,種子

は妊!1/.11が安 産U)ためJjE1月jするという｡,

(16)Rhun Rqu (鮒) (Jij･iTt_Fr-16)

タイ吊で `̀Khun日と呼ぶ も拙 ま,C'EStu-'tfiLblt〟laLinn･ナンバ ンサイカチ,Golden shower

(I,egz〝/～inosaeマメ科)で,筆者がバ ンコク,チャンタブリの渠店で "KhunHの名称で得た圧

張は木柚物の成熟果実で,｢回司では ≠阿動勤 ''(アボツロク) と呼ぶものである｡

タイ岡ではC.fistulaは "Khun日と呼ばれるほか,"Lomlaeng m 品 目(タイ北部),̀̀Ratcha

phrukTl叩 ny'=(タイ中央部,南部),HChaiphruk有叩 ∩廿日(タイ中央部),HKanlapaphruk
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写真 Fr-16 日Khun''(阿勃勤)

A:果黒 (cax]/ら)B:種子(cax2)

(バンコク~市場晶)

●̀

前叫 ∩廿 日 (タイ中 央部) など とも呼ばれる

が,C.nodosa Ham.,C.bakeriana Craib.

をもHRatchaphruk"と呼び,また C.nodosa

を "Kanlapaphruk",C.bakerlalta を HChai

phruk"とも呼び,これら Cassia属数柾oj植

物のタイ名に大変混乱を来たしていることに注

意しなければならない｡

C.JiStula はインド原産で,インド,ビルマ,タイ,セイロン,マレー,フィリピンなど広

く熱帯アジア各地に自生または栽培 し,-ワイなどにも植栽,街路樹,庭園樹などに広 く利用

される｡高さ10m余に達する落葉高木｡葉は偶数羽状複葉で,互生,全長15--30cm,小葉は4

- 8対,卵形～楕円形で先端はとがる｡ 花は葉が出る前から開花 し,3月から8月頃まで咲き

続け,えき (膜)生 して垂下する長さ 30-60cm の総状花序に鮮黄色～橙黄色の5弁花を多数

つける｡開花時の美 しい情景から "Goldenshower''の名がある｡ 花後,果実は成熟 して黒色

の長い円筒形のさや(莱)果となり,1果中100個以上の種子を包蔵する｡

筆者の得た生薬は本植物の果実で長さ30-90cm (多 くは 60cmくらい),径2.5-3cmの真山

な円筒形で,果皮表面は暗かっ色～黒かっ色,わずかに微粒画となるが,光沢があり,わずか

に3稜が見 られる｡ 果実を縦割すると果皮は繊維性で,内部は多数の隔膜で小さい室に横割さ

れ,その内に1個の種子を包蔵するが,果肉は果泥となって種子をうずめている｡ 種子はおお
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むね偏平球形または偏1柑 13形で,長さ約10mm,幅約 7mm,赤かっ色または黄かっ色で,光沢

があり顕著な縫線が見 られる｡

なお,果肉泥を渠めたもojを Cassiapulpと呼び,また果実 と同様 や阿勃肋 " とも呼び,薬

用に供する｡

果肉泥 (Cassiapulp)はショ糖53-66%,クエン恨,タンニ ン,Rheinを主 とす るオキシア

ン トラキノン誘導体 1%を合み,種子はJj削jj油約 4%を 含むことが知 られている｡

県肉氾 (Cassiapulp)は一般に清涼緩下剤とするが,イン ド,タイなどではロイマチス,描

鳳にも用い られ,また果皮,種子は催吐基,駆虫葉にす る｡

また,別は葉,根皮か らもオキシア ン トラキノン誘導体を検出 し,葉を下剤に,またその絞
り汁を皮,Sl痛に外用するという｡ さらに花は解熱薬にもす るとい うo

なお本植物の材は堅い有川材 として杜材,橋材などに利用されるという｡

.I_I _ _ Ll､ A ■･
(17)Kalaphruk 日.州 照 (Kanlapaphruk7ld'm lT一世),Ratcha phruk … 町 町

Chai phruk 前川再 '(写 真 Fr-17)

写真 Fr-17 "Ratchaphruk''(caメこ1)

(バンコク山場晶)

筆者はバ ンコク英仏で ｢"Ratchaphruk"-

Cassianodos｣と称す る果実雛 ヒ英を入手 し

たC タイ葉川情物誌では CaSLu'a bakeriaTlu

Craib.と Ctzs∫ia77()d''∫〟Buch.-Ham.(IJC-

gz.,77Zi710.1-ELC マ メ科)uJ両帖物をHKalaphruk"

U)名称で あげ, こレ〕両種はわずかに葉U))1-;

態ujことなる極めて近縁の捕物で,いずれ も

花は桃色で節 ぎゃ(莱)異ができ,両種 とも同

様に葉用にすることを.記しているが,また別

に "RatchaphrukHoj名称で C.nodoSaだけ

をあげ,さや果そU)他の実用について も記 している｡なお前項 (16)にあげたHKhun"-CasSia

fistzLla にもHKanlapaphrukH c,)別名があるが,C･.fL-5tzLlaは黄色花で,さや栗は机 ぎゃ栗に

な らず,この2点で著 しくことなる｡

一方,タイ梨物効能集成には HRatchaphruk,Kanlapaphruk''a)タイ名で C.bake,-Z'ana

ただ し同書には C.bakr7-I-a7llIと誤机されている)をあげ,その形態,薬用などについて記し,

C.770dosaについては HChaiphruk"と別のタイ名で呼ばれるが,これにも "RatchaphrukH

の別名が付せ られ,簡単に C.bake7-iana とのちがいを記 しているだけであるO

また,タイ植物名費には C.bakeria71a,C.nodosaともに HKanlapaphruk(-Kalaphruk)日

とも ChaiphrukH とも呼び,また前記のように C.fistula も同株のタイ名で呼ばれること
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があり,さらに外来種の C.javanicaL.までも同タイ名で呼ばれていて,"Ratchaphruk"ほ

むしろ C･fistulaのタイ名としてあげられ,C.nodosa,C.bakerL'anaのタイ名にはあげてい

ない｡

以上のことを考察すると長大なさや果を形成 し,形態のよく似た 近縁 植物を タイ国 では

"Ratchaphruk","KalaphrukH,"Chaiphruk日と一株に呼んでいたものと思われ,そのうち

黄色花のC･fistulaを別に主として "KhunHと呼ぶようになり,さらに Cribが業の形態C/)

わずかな相違から新 しく C.bakeriana を分離 した (1911)ために現在は C.bakeriana を

=Kanlapaphruk(-Kalaphruk)",一名 "RatchaphrukH,また C.nodoSaを "ChaiphrukH,

一名 HRatchaphruk''と呼ぶようにしているように思われるが,従来からの習慣上なお前LilJ

のようなタイ名の混乱をきたしているものと思う｡

C･nokosa はピンクカッシア,節果決明,Pinkshowerと呼ばれるもので中 国 南部 (広東,

広西,雲南省など)からビルマ,インド,タイ,マレー,アンダマンなど広 く熱帯アジアに分布

し,また植栽されている｡ タイでは特に東部,南部に多いという｡ また-ワイなどにも植栽す

る｡高さ数mに達する落莫小高木で,枝は比較的水平に伸びて軟毛があり,葉は卵形,6-12

対の小葉からなる羽状複葉で長さ 30cmにおよぶ｡6-8月の葉のわずかに展開した頃に淡紅

色または白色の花を長さ約15cm の総状花序につけ,花後,長さ約30-50cm,円筒形で節のき

わめて明瞭な節ぎゃ果を形成する｡

-ワイで街路樹,庭園樹として有名な Rainbow shower と呼ばれる ものは C.fi∫tulaと

C.nodosaの目｣間種である｡

C.bakerianaは C.nodosaに極めて近縁の植物で葉に白毛があること,開花期がやや早 く,
葉の出ない前から開花 し初めるなどのわずかなちがいから Craibが C.nodosaから分離 した

ものである｡したがって筆者が得た果実生薬は ｢いRatchaphruk"-Cassianodosa｣とラベル

されているが,今直ちに C.nodosaの果実か,C.bakerianaの果実かを決定することはでき

ない｡これらの果実は一株に "Ratchaphruk''と呼ばれているようである｡

生薬はこれらの植物の節ぎゃ果をとり,苗場の商品は果実の節のところで 各分栗に分離 し

たものか,あるいは輪切 したもので,分朱は直径約12-15mm,厚さ約 5-7mmの円板状を呈

し,一般に果実の外 ･内縫線部はややくぼんでいる｡ 分果の果皮は灰白色～灰縁白色を呈 し,

節裂両部は帯灰白色で中央部がわずかにふくれ上がっている｡節裂両部で縦割すると内部に1

個の種子を包蔵する｡ 種子は直径約7-8mm,ほぼ平円板状で,種皮は赤かっ色を呈 し,光沢

がある｡

これらの果実についてはいずれも未だその成分は明らかにされていないが,タイ国では果肉

部を緩下剤として内服し,また果皮,種子には催吐作用があり,去疾薬にもするという｡

なお,C.nodosaはマレーではその葉を HSebusok"と称 し,下剤とし,また煎汁を頓服する
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と解熱作用があるという｡ほかに樹皮を皮膚の掻梓に外用する｡インドネシアでは根を洗濯用

石鹸に用いる｡また小 国ではそcJj種子を や神長豆'!と称 し,天然損の 師 毒薬 として用いるO

こUjような薬用のほかに材 (心材)は暗かっ色で耐久性があり柱材にする｡
また C.j'LVanL'ca はジャワ,スマ トラ,マレーにl′四二するもujでタイにも柚栽する｡ ジャ

ワ,マレーでは果実を机下英とし,アフリカでは C.fF'∫tz/lauj果実の代用にするという｡その

材はf頼｣建築材となる｡

(18)Ma･kham mLm u,Ma･kham thai mLI.臼1割1m｣ (写真 Fr-18)

タイ国で HMa-kham"と呼ぶもU)は TaJJZa7-Z'7Edu."'/JdiC(ILinn.タマ リンド (LegzLminosae
マメ科)で,タイ国では術路樹などに広く情栽されていてその種子,果実,葉などが薬用に供

され,特に種 予,果尖は帖物'(Jと同 じ `̀Ma-kham"と称してタイFTI]薬店で 販売されているO

く往:種予に√)いて ｢タイ国生葉U)考察｣刀 :本誌Vol.7,No.1,p.83(1969)に報告>
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筆者がバンコクの薬店で得た生薬は "Ma-khamHの果実で,外面淡赤かっ灰色,長さ約10-

15cm,径2-2.5cm,わずかにいくつかのくびれのある円柱状に近いさや (莱)晃で,くびれの

膨大部に1個の種子が包蔵されている｡外果皮はもろくてこわれやすく,中果皮はやや乾いた

あめ状の果肉泥となり,帯赤黒かっ色を呈している｡また内果皮は維管束が発達して,強靭な

繊維性のものとなり,種子をつつんでいる｡ タイ薬物文献によれば果実が円柱形で小さいもの

と,やや偏平で湾曲するものなどをあげているが,おそらく個体的な変異と思う｡

また果実の外果皮を除き,種子を包んだまま果肉泥をつぶしてまるめ,あるいは凹めたもの

があり,これをタマリンド果泥 Tamarindpulpと呼んでいる｡ 新しいものはかっ色,古いも

のは黒色の塊で,やや湿り気があり,軟らかい｡ 特異の敬具,わずかな廿床と強い酸味がある

が,かび易い｡

タマリンドの果肉泥は酒石酸 (9.68%)を主に,リンゴ酸 (2.34%),コ-ク酸 (0.15%),ク

エン酸 (0.04%)などの有機酸のほか,ブドウ糖,果糖を含んでいる｡

またタマリンド果泥に熱湯を加え,比を加 えてし(節)過したものを水浴上で薫発し,白糖を

混ぜたものを ｢精製タマリンド｣と称する｡

欧米その他,かつてはわが国においてもタマリンド果泥は清涼,緩下の目的で薬用に供した

が,現在はほとんど薬用にはされず,製菓原料とする｡

タイ国では果肉泥を緩下薬に,また料理用にするほか,繊維状の内果皮は "Rokmakham"と

称し,これを水で煮て腫物の消毒に用いるという｡

なお熱措各地の住民は果肉泥をタイ国と同様に用いている｡

a

(19)Ma･fuanguと州 別 (写真 Fト19)

写真 Fr-19 `̀Ma-fuang"生果
(シンガポール市場品)

タイ国で一般に"Ma-fuang"と堅悠ミ植物は

マレー鋸産といわれるAverrhoeacarambola

Linn.ゴレンシ (Oxalidaceaeカタバミ科)

であるが,本植物はタイ国には野生せず,戟

培されている外来種である｡インド,セイロ

ンをはじめ熱帯各地で広く庭園樹その他に植

栽されている｡

A.carambolaは高さ4-10mの常緑高木

(カタバ ミ科の植物で Averrhoea属だけが

木本)で,その果実は外果皮の極めて薄い液

異で,その形は長さ60-125mm,黄色～黄かっ色で卵形～楕円球形,縦に多くは5条の深い溝

があり,その断面は屋形を呈している｡ 熟晃は半透明で数個の種子を もち,水分を多く含む
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が,シュウ酸を合有するので蛙味と適度のH一味と 芳 香 がある｡ また ビタミンAを含むともい
う ｡

タイ国ではこの果実を利尿薬にするといわれるが,】伸乱入はこれを "五敏子〟と呼び,熱帯

各地では生果として食用にし,筆者もシンガポ-ルで生食した経験がある｡ なおインドでは痔

出血,怯血病,U)どC/)渇き,あるいは熱にうかされfil昭封犬態にあるものなどに一種の清涼剤と

して川いるという｡

しか し果美の牲状が本 晶 U)ようなもJ)は滝根 して_Fji葉に調製することはかなり困難なものと

考えられ,いかなる状態に調製されるものか興味をもってその生薬を入手すべ く,バンコク薬

店に依頼したが,入手 し得たも刷 土果美ではなく,主として木材片で,一部のものは樹皮を付

着し,また基 幹をも混じえたもU_)であって (木生薬も机物名と同様 "Ma-fuang"と呼び,タイ

名/こそU)まま津名化 した ≠鳴芳''という名称が廿せ られている),果実を生薬とするものはない

という解答を得た｡おそらく果実を薬用とする場合は吐栗をそのまま使用するものと思う｡

なお,木材片uJ生渠 "Ma-fuangHに一~'いては ｢本類生葉｣の項に記載する｡

(20)Lukma-kllampOm 守llnm ′1割鵬 別 (写真 Fr-20)

写真 Fr-20 日Lukma-khampom"

(バンコク市場品)(cax号昌)

タイ国で HMa-khampom" と呼ぶものは

PJi.1･lltuzlzL.W77Zhlz'(aLinn.ユカン(-Emblica

I,_rj-Z'Cz'77EZ/it,IGaertn.)(Ezlph,〃′-biaceaeトウダ

イグサ科)で,バ ンコク葉店で 得た HLuk

ma-khamponHはその果実( 笥n Lnk-果尖)

であった｡

Ph.emblt'caは熱帯アジアに広 く分布する

とともに,庭園樹として 植栽 される高さ約

7-10Inに達する落葉高木で,雌雄同枕,葉

は互生 し,線状昆楕円形,長さ約 1cm の小
さい葉が2列 に着生 して羽状複葉のように見

える｡ 花は黄色′-黄緑色の小形でえき生 し,

雌花は花柄が極めて短い｡果実は肉質,偏球

形の石果で径12-25cm,外側 に6校があり,紅色｡

牲薬は径1･5-2cmc/)不整球形,表面曙灰かっ色～灰かっ色で不整に雛曲してこまかい網目状

を呈 し,ところどころにゴム樹脂を分泌 した白い小斑点が見 られる｡ 肉質の外果皮は 1郡剥離

して,木質,堅硬な黄白色～黄かっ色の内果皮が露出し,あるいは内果皮にそって3-6縦分

裂 しているものがある｡ 内果皮は厚さ約2.5mmにおよび,種子約 6個を包蔵する｡
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生采はビタミンCを多量に含み,はかにタンニンを含む｡また種子か らは脂肪,フォスファ

チッド,精油など検出されているにすぎず,果実,種子ともにその他の成分は未詳｡

インド,タイなどでは出血,下痢,赤痢などに,また鉄剤とともに貧血,黄だん(症),消化

不良などに用い,生果もおおむね同株に用いる｡

中国南部では,果実を や余甘子〟と称 し生食する ほか,塩漬,糖果として 良川にする｡

なお,この果実を Spondz'asluteaLinn.(Anacardl'aceae)の果実とともに "Myrobalan''と呼ぶ

写真 Fr-21〃Samothale"

(バ ンコク市場品)(caxl)

*朝比奈秦彦編 :『正倉院薬物』(1955)
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ことがあるが (バ ンコク薬店でも本生薬を一

名HMyrobalan''と称 している),HMyrobalan"

ほ TL,〃7u'naliacJlebulaRetz.(Combretaceae)

の果実,すなわち や河子〟である｡

なお Ph.emblicaの果実は現在,インド,

タイなどで薬物として車場に見 られるが, ttl

国では南部でわずかに地方基あるいは艮間葉

的に使用されているにすぎない｡ しか し筆者

らは正倉院に現存する唐代の薬物中 に本品を

発見 している｡* 正倉院 に現存する薬物の種

類から考えるとこれらの薬物が本邦に渡来 し

た当時,すなわち唐代あるいはそれ以前 (約

1200年以前)には中国でもかなり重要な,あ

るいは繁用されていた薬物であることが推定

されて興味がある｡

(21)SamJthale紬 f)nごLa (写真 Fr-21)

タイ国で "Samothale"あるいは HKurah",

"Krahut" と呼ぶものは熱帯アジアに広 く見

られるSapium indicum Willd.(オオ ミナン

キ ン- ゼ)(Euphorbiaceae トウダイグサ科)

で,筆者がバ ンコクおよびチェンマイ薬店で

入手 した同名の 生来は その 果実で あった｡

S.indicum はインド,セイロン,ビルマ,

タイ,マレー,さらにニュ-ギニア,パ ラオ

におよぶ熱帯アジアに広 く分布 し,ことに海
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i封こ沿って多 く見 られる｡高さ15mにおよぶ常緑高木でその樹皮は灰白色,平滑であるが傷つ

けると乳白色のゴム液を出す｡タイ園で兼用に供する果実は径約 2.5cmのほぼ球形のさく果で

頂端に3-6条の縦溝が見 られる｡果実の外面は黒かっ色～灰かっ色で,粗糧である｡ 縦溝に

沿 って果実を開裂す ると,宰月形の 6片に分かれ,外果皮は薄 く,かっ色を呈 し,果肉部は厚

く,木質で勘Jl色を呈す る｡種子約 3個を包蔵 し, 種子は 長 さ11-13mm,幅約 7mm,厚 さ

6mm,偏長楕円形で,淡かっ色,表面はf廿らかであるが,光沢はほとんどない.う即嵩な らびに

底部はわずかに突起す る｡

果実の成分についてはただ魚毒であるとい うのみで未詳｡また種子には脂肪池 (乾性油)を

約50%含む｡

タイ同における薬用途について も明らかでない｡

(22)Matum nご騨 (写貢Fr-22)

SEX Fr22 "Matum''
(バ ン二1ク,1_Tンマ イ 市場晶 )(ca I?,LR.)

タイ田で "MatumH,"Ma-toomHと呼ぶも

C,)は Ilegcl 77ZLtrJuelos Correa (-BellnL

nzaJ-77Zelo.ゞWight.)ベ ンガルカラタチ,Bengal

quince,Baelfruittree(Rutaceae ミカン

料)で,筆者がバ ンコク,チェンマイ薬店で

=Matum= uj名称で入手 した吐薬は本捕 物の

おおむね成熟 した果実を輸切 して乾燥 した,

Baelfruit(ベール'ji) と呼ばれて いる東西

アジア地方の著名なli:.1張の一つであった｡

A.7?Zt1777LCl()S はイ ン ドに主 として'分布,

描 歳 (イ ン ド東 J抽出JJで は本樹の栽培 は極め

て盛んであり,特に ､ⅢJ左には葉をシバ 伸に撞

る)｡セイロン,ジャワ,マ レー,タイ,ビル

i, 申iki南部にまで広 く栽培 している｡ ミカ

ン･l用-U-)1屈,1種 鵜苫葉 小高木で,闘 射二は ときに 刑が あり,11111lltiにはコルク屑が発達す

るo葉は 3出または 5出複葉で,←回1-U)小葉が十 )ヾ長 く,答小葉はほぼ卵形で,上面は平沼,

透明畑 山工が見られ る〔長い 葉柄を もち互牡す る｡拙 ま径3.5cmc/)5弁花でが く筒は短 く,汰

緑1..日土,粧 しべ多数で,芳香がある〔黒美は緑黄色の球形 (径100-150mm),2-5月に成熟

する､肘封封享く,果肉は淡椅色で/yJ数L/)種 il-は 椅黄色o)粘質物に 'Liまれている｡ 芳香があ

り,?,(,f上 柔軟,美味でtf-:_合すろ√)
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生薬は果実を輸切 して乾燥 したもので,径3.5-6.5cm,厚さ約8mm,果肉の部分はくぼみ,

しばしば反転 している｡ 果皮は堅硬で表面は帯縁淡かっ色,くぼんだ果肉は汚栓黄色～鮮栓赤

色を呈する｡ また果肉部には大小の卵円形の穴が環状に配列してここに種子を包蔵するものも

ある｡ 果実には多量のペクチン,タンニンを含有し,果皮にはタンニン20%,果肉部に9%を

含むという｡その他,果皮に Limoneneを含む｡

元来 A.marmelosの新鮮果あるいは生薬はインドその他東南アジア各地で収れん(赦)薬と

して下痢に内用するが,特に赤痢に特効ありとする｡ しかしタイ国では別に強心薬,精神強壮

薬,健胃消化薬など強壮薬的に使われている｡

また東南アジアのみならずインドからポル トガル,イギ リスに伝わって薬用にされている｡

薬用以外にはインド人ならびに在住欧米人は好んで果実を生食,シャ-ベットなどを作り,

消化早 く滋養になるという｡

ら
(23)Ma-krutNと∩竜田･(Piu-ma-krut)uつ別と∩竜の (写真 Fr-23)

写真 Fr-23 "Ma-krut"(バンコク市場品)
上:果皮外面,下:果皮内面 (cax%)

バンコク薬店で入手した生薬"Piu-ma-krut''

はミカン属植物の果実の果皮をナイフ状の刃

物で 剥皮 して 乾燥 したもので, その基原植

物は HMa-krut"と呼ばれる Citrushyst1-ix

DC.あるいはその品変種(Rutaceaeミカン科)

で,タイ国,マレー半島部では HSommuaphi"

晶最 とも呼ばれている｡⊂注 :-PiuH-果

皮〕C.hystrixには数種の品変種があり,マ

レーに2種,フィリピンに数種のものがある

といわれ,タイ薬物文献中には C.hystrix

∀artorosaと変種名をあげるものもあるが明

らかでない｡

C.hystrixは小高木で,西洋梨形の柑栗を

つけ,最初は濃緑色であるが次第に黄色とな

り,鋸ができるという｡

生薬は果実の果皮 (中果皮)を頂端から円

心的に幅約 1.5cmほどの帯状に刃物で剥 皮 したもので,外側(外果皮)の表面は汚 黒かっ色を,

内面 (中果皮)は汚白色で乾燥海綿状を呈 している｡わずかに芳香がある｡

果皮には甘味とともに強い 苦味をもちこれを蒸留すると精油約4% (主成分 Citra140%)を

含み,芳香苦味健胃薬とするほか,生果は食物の香味料 (果実を食用にすることはない)と

598



木鳥 :タイ同ノ半熟01-F,JyJ'iT

L,その他,果汁は洗髪などにも用いるという｡

(24)Ratchadat T痛 論 (写真 Fr-24)

(吾JL川I'[1,,,描,)(C;1㌧ノ2)

タイ同で "Ratchadat"あるいは "Di-kon",

"Kadat'' と呼ぶものは BT･uCeaama7-L'SSL'wla

Merr.ニガキモ ドキ (-B.java71ica Linn.

Merr.,B.sunLatranaRoxb.)(Sima7･ubaceae

ニガキ科)でその果実は古来,目｣酌では苦参

[･(クジンシ),蟻蛋子 (オウタンシ),鵠胆十
(アダンシ)などとl申まれて止的薬に用いら

れてきた｡またタイ同でも HRatchadat" と

日日fれて｢司柾に)旧 ､られている｡

1''. L̀HLLZ/･[-∫∫///LLl廿 仲山､机邪から熱帯アジ

ア,さらにオース トラリア北部にまで広 く分

~11Jす る｡ 高さ約 2mの常緑 小高木～低木で葉

は互井,奇数羽状複葉,小葉は5-11枚,義

卵形～卵伏ひ針形,長さ5-10cm,犯 最はわずかにとがり,あらい鋸断がある｡ 葉の両面,特に

裏両には軟毛があるっ岨 ま夏舶 こえきLL二する｢-]すい花序に里/生花をつけ,暗紫色,径1･5-2mm

で小さい｡雌花序は姉花序の約1昌の長さで,果実は長卵形,長さ6-8mmの楕円形の石黒で熟

すると黒色を呈する｡

仕業は表面黄かっ色～黒かっ色,長卵形で長さ6-10mm,径約 3-5mm｡表面にはあらい

綱目伏o)雛があり,両端はややとがり,掴 齢二は柱頭のあとが見 られるo外果皮を剥 ぐとかっ

色の堅硬な内果皮があり, これ,をわると乳日色,卵円形で長さ4-7mm,径約 4mmの種了一が

ある｡里美はにおいはないが,極めて~.'吊 ､o

果美は従来,:fF.=味成分として Brucaminが知られているが,そ0)後,中田から苦味質 Bru-

camaxin,アルカロイ ドYatanine,そuJl他結晶性物質3種が報告されてい るo

タイ回でも広 く荘 し,特にl眉墨タイに多 く,申国同様に｣日甘葉とするが,熱帯アジアでは苦

味伍円上 赤痢 (特にアメ-バ赤痢),また閃けつ 熟などに用いる (インド)こともある｡

(果実類生薬の項未完)
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